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同時性二重複癌 (膵裏胞腺癌 ・胃癌 ・十二指腸癌)の 1切除例

矢野 誠 司

樽見 隆 雄

はじ3めに

以前はまれであった重複痛も,近 年,診 断技術の進

歩に伴い年々増加傾向にある。しかし,三 重複癌の報

告はいまだなお少ない。一方,膵 襲胞腺癌も比較的ま

れな疾患であり,本邦では,現在までに約80～1107111ン)

の文献的報告がなされているにすぎない。今回,わ れ

われは,解 嚢胞腺癌に胃癌,十 二指腸癌を合併してい

た同時性二重複癌の 1例 を経験し,一 期的に切除しえ

たので,若 子の文献的考察を加えて報告する。なお,

解嚢胞腺癌を含む二重複癌は,わ れわれが検索しえた

限りでは文献的報告例はなく,本 症例が本邦第 1例 目

と考えられる.

症  例

息者 :63歳,女 性.

主訴 :上腹部腫瘤.

既往歴 :5年 前に子官ポリープを, 3年 前に胆石症

を指摘された。

家族歴 :特記すべきことなし.
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を指摘され, 9月 13日,精 査のため当院内科に入院,

胃癌と膵嚢胞腺癌の同時性重複癌あるいは膵嚢胞腺癌

の胃壁浸潤が疑われた。同時に, これとは別に胃およ

び十二指腸の多発性隆起性病変も指摘され,10月2日,

手術のため当科に転科となった。 この間,軽 度の上腹

部痛と約3kgの体重減少がみられた。

入院時現症 :体格小,栄 養状態やや不良で,眼 球強

膜に黄染なく,眼 険結膜に軽度の貧血を認めた。胸部

理学的所見は異常を認めず,腹 部は,左 季肋部に,手

拳大で,弾 性硬,表 面平滑,境 界のやや不明瞭な,可

動性のない腫瘤を触知した。

入院時検査成績 !生化学的検査には異常を認めな

かったが,末浦血は,Hb9.4g/dlと 軽度の貧血がみら

れ,血 清学的検査では,CEA l,800ng/mlと 高値を示

し,CA19‐9も60u/mlとやや高い値を示した。PFDテ

ストは,70%と 正常下限で,75g OGTTは ,血 糖 2時

間値186mg/dlと糖尿病型に属したが,イ ンシュリン

の反応は良好であった (表1).

現病歴 :昭和59年8月31日,住 民健診で上腹部腫瘤   上 部消化管造影 !胃体上部から前庭部および十二指

腸球部に,広 範な多発性隆起性病変を認め,胃 小弯側

<1986年10月15日受理>別 帰U請求先 :矢野 誠 旬      は ,壁 の不整,硬 化像が著明であった (図1).
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図 1 上 部消化管造影.胃 体上部から前庭部および十

二指腸球部に,広 範な多発性隆起性病変を認め,胃

小弯側は壁の不整,硬 化像が著明である。

面不整な隆起性病変を認め, 胃生検では,乳 頭腺癌で

あった。

上腹部 computed tomography:解 体部を中心に,

隔壁形成を伴った多房性の腫瘍を認めた。また,胃 壁

の肥厚,不 整が著明で,両 者の連続性が疑われた (図

2 ) .

嚢胞造影 :エ コーガイド下に,解 腫瘍を穿刺,造 影

した。腫瘍内に造影剤の貯留がみられ,同 時に行った

吸引生検では,腺 癌であった.

手術所見 :昭和59年10月18日,全 身麻酔下に上腹部
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図 2 上 腹部 computed tomography解体部を中心

に,隔 壁形成を伴った多房性の腫瘍を認め, 胃壁の

肥厚,不 整が著現である.

正中切開にて開腹した。腹腔内所見は,膵 体部を中心

に頭部に及ぶ手拳大の膵腫瘍が, 胃の後壁に強く癒着

し, 胃への直接浸潤が疑われた。そこで,約 10%の 膵

尾部を残して,膵 頭部 ・体部, 胃,十 二指腸の病変部

を一塊に切除すべく,胃 全摘を伴 う頭側解亜全摘術を

施行した。再建は,空 腸を結腸後に挙上し,ρ,loopに

て食道空腸吻合を行い, 日側より,陣 ,胆 管の順に吻

合し,Blllroth I法に準じて行っため.

切除標本肉眼的所見 !胃体上部から前庭部に,多 発

性隆起性病変を認め,十二指腸球部の幽門輪より約1.5

cm以 内にも同様の病変がみられた(図3).解 腫瘍は,

膵体部に,主 膵管より離れて存在し,胃 の後壁と癒着

していたが,胃 との剣離は容易で両者に連続性はな

かった。また, この割面は,被 膜を有し,隔 壁により

分画された多房性の嚢胞で,嚢 胞内に黄色混濁液と出

血巣がみられた (図4).

病理組織学的所見 :胃の多発性隆起性病変の大部分

は乳頭腺癌で,おのおのが独立した多中心性癌であり,

内腔に突出した粘膜面より深層に向って浸潤 してい

た。そのうち最大のものは,80,4.7cmの 大きさで,

深達度は ss‐2,その他は smま で浸潤しており,いずれ

も著明な脈管侵襲 (v(十),ly(十))を認めた。(図5).

十二指腸の多発性隆起性病変は,す べて乳頭腺癌で,

胃病変と同様,多 中心性癌であった(図6)。 また, 胃

の多発性隆起性病変のうち,小 さいものは数個が胃腺

型腺腫であった,膵 腫瘍は,嚢 胞を形成し,そ の内壁

は乳頭状増殖を示し,結 合織からなる被膜を有する乳

頭嚢胞腺癌であった (図7).

術後経過 t術直後は順調に経過していたが,術 後 6

日目,突 然出血性ショックに陥 り死亡した。割検では,
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表 1 入 院時検査成績

末情h:

Hb   94g/d

機便 t

奈門色

漕た反応 (―)
■清学的検な :
CEA  1800 nノml

生化学的強登 :

TP  633/di
A/6   140

赤沈 :

1時口 17 mm
2時間 32 mm
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図 3 切 除標本とシェーマ.胃 体上部から前庭部に多

発性隆起性病変を認め,十 二指腸球部にも同様の病

変を認める.膵 腫瘍は解体部に主解管より離れて存

在する。

図4 解 腫瘍割面.被 膜を有し,隔 壁により分画され

た多房性の裏胞で,嚢 胞内に黄色混濁液と出血巣を

認める。(写真左側が頭側)

腹腔内に大量出血を認め,陣 動脈の破綻によるものと

思われた。他臓器にはポリープや癌病変は認めなかっ

たが,右 肺上業に組織学的転移病巣を 1カ所認めた。
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図 5 胃 癌の組織像.多 発性隆起性病変の 1つで,乳

頭腺癌である。内腔に突出した粘膜面より深層に向

かって浸潤している。(深達度 ss‐α,V(十)ly(十))

図6 十 二指腸癌の組織像.多 発性隆起性病変の1つ

で,胃 癌と同様乳頭腺癌である.

図7 解 腫場の組織像.嚢 胞を形成し,そ の内壁は乳

頭状増殖を示し,結 合織からなる被膜を有する乳頭

襲胞腺癌である.
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考  察

重複癌の報告は年々増加している.し かし,そ の基



準については,Warren&Gatesの 定義〕が広 く用いら

れているが,各 自の見解が加味され,ま た,集 計方法

が異なるため,正確な発生率を知ることは困難である。

このうち,三 重複癌については畠山ら。は267例を,佐

藤らのは4314/1を集計している。一方,陣 嚢胞腺癌につ

いては,迫 ら
1)が82例を,春 日らりは116例を集計してい

るが,膵 嚢胞腺癌を合併した重複癌の報告は,わ れわ

れが集計しえた本邦文献上では 2例 。しかなく,甲 状

腺癌,胃 癌との合併が各 14/1のみで,二 重複癌の報告

はみられなかった。

ところで,胃 と十二指腸という連続した臓器に発生

した重複癌の場合,そ の独立性が問題となる。本症例

では, 胃 。十二指腸に多数の隆起性病変がみられ,お

のおの乳頭腺癌の形をとっており, 胃癌および陣癌の

脈管侵襲が著明なことより,十 二指腸の癌は転移性で

あることを考慮しなければならないが,1)胃 ・十二指

腸の隆起性病変は,お のおの肉眼的にも組織学的にも

非連続性であること,2)内 田らりは,胃 癌で組織学的

に十二指腸に浸潤していたもの35例中,Borrmann l

型のものは 2例 ,亀 川ら
1いは,103例 の胃癌の十二指腸

浸潤例で,Borrmann l型 のものは皆無と報告してお

り,Borrmann l型 の胃癌が十二指腸に浸潤すること

はきわめてまれであること,3)胃 ・十二指腸のそれぞ

れの癌組織は周囲の胃および十二指腸固有上皮と移行

を示し,浸 潤による既存の組織の破壊,潰 易化などは

なく,既 存の組織が癌組織の中に取 り残されている所

見もないこと,4)胃 には癌以外にも多数の胃腺型腺腫

がみられ,胃 ・十二指腸のおのおのあ癌病変は,ポ リ

ポージスと関連があると考えられること,以 上より胃

と十二指腸の癌病変は,お のおの独立したものと考え

られた.重複癌の発生要因については,佐々木ら
11)は
遺

伝因子との関係を,Gantiら
1りは免疫不全との関係を

述べている。 し かし,い ずれにしても,宿 主側の要因

に何らかの外的因子が加わって発生すると考えられ

る。本症421は, 3癌 とも組織学的に乳頭状増殖と類似

した形態を示し, しかも, 胃 ・十二指腸のおのおの独

立した多発性隆起性病変が,同 時に次々と癌化を起こ

したと考えられ,興 味がもたれた。

また,膵 嚢胞腺癌の諸家による切除率は67%と 比較

的良好であるが,二 重複癌で 3癌 とも切除された25例

を出口ら10は報告しており,術前診断,術式,術後管理

などの進歩により切除可能な症例は,今 後さらに増加

するであろク.本症例は,術後6日目に牌動脈破裂で
失ったが, これは,頭 側解亜全摘を施行した際,解 腫
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瘍と陣動脈の剣離に際して,お そらく,一 部陣動脈の

外膜損傷があったと推察され,そ の点では陣全摘術を

すべきであったと思われるが, 胃全摘と合わせて陣全

摘を行 うには,侵 襲があまりにも過大であると恐れた

ためであり,反 省している。重複癌,特 に同時性の場

合には,過 大な手術侵嚢が加わるため,十 分に手術適

応を検討する必要がある。

おわりに

本邦第 1例 目の膵嚢胞腺癌, 胃癌,十 二指腸癌を合

併した同時性二重複癌の 1切除例を報告した.

なお,本論文の要旨は,第60回中国四国外科学会総会にお

いて報告した。

文  献

1)迫  康 博,松本雅裕,崎元哲郎ほか t膵嚢胞腺癌の
一例と本邦報告82症例の文献的考察.日 消病会誌
79i 993--999, 1982

2)春 日井務,坪井圭之助,中川公彦なか t解嚢胞腺癌
の一例と本邦報告116症例と文献的考察。日生病医

誌 11:283-288,1983

3)田 村勝洋,中川正久,小野恵司ほか i再建術式より

みた膵頭十二指腸切除後の残存陣機能.日 消外会
言±  17 : 758--762, 1984

4)胃 癌研究会編 i胃痛取扱い規約.改 訂第11版,東

京,金 原出版,1985

5) Vヽaren s,Gates O:WIultiple primary malig‐

nant tumOrs.A survey of literature and statis‐

tical study.Am J Cancer 16:1358-1414, 1932

6)畠 山 元 ,大平雅一,鬼頭秀樹ほか :治癒切除をお

こないえた異時性二重複癌の一例。日臨外医会誌
43 i l131--1137, 1982

7)佐 藤直樹,高木知敬,光山重人ほか :乳癌,肛門癌,

肺癌の異時性二重複癌の一切除例。 日臨外医会誌
46:966--971, 1985

8)渡 辺義二,植松貞夫,竜 崇 正ほか :胃癌を合併し

た麻裏胞腺癌の一例。日消外会誌 1 4 : 1 4 8 6
--1490, 1981

9)亀 川隆久,佐野千秋,宮崎泰彦ほか :下部胃癌の十
二指腸浸潤に関する臨床病理学的研究.消外 6i
357--361, 1983

10)内 田雄三,野 川辰彦,山 下三千年ほか :胃・十二指

腸に跨がる癌の臨床病理学的研究.日 消外会誌
12t891--900, 1979

11)佐 々木処郎,草野満夫,荻田征美ほか !重複癌一最

近の本邦報告例の検討―.北海道外科誌 17:221
--229, 1972

12)Ganti RA,Good RA: Ocurrence of malig‐

nancy in irlmunodeaciency disease,Cancer 28:

89--98, 1971

13)出 口久次,小沢哲郎,宮島良征ほか :二重複癌の一

症例と本邦文献的考察.日 臨外医会議 43:272
--280, 1982

190(1812) 同時性二重複癌の 1切 除例




